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２００６年度活動報告

桂川・相模川流域協議会
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　ボランティア活動に志をもっている市民が意外に多いことに実は驚いている。
　少し古い話だが、昨年２月、ひらつか市民活動センターで「ボランティア博覧会」
というのがあった。参加してみて驚いたのは、実に多くの市民が、思いもつかなかっ
た多様な分野で、実に様々な活動を繰り広げていることであった。流域協議会は、
ちょっと敷居が高いという感じも持たれているらしい。運営の仕方にまだ問題がある
のかもしれないが、昨年、会員に「（相模川湘南地域協議会の）運営委員をやってく
ださる方はいませんか」と問いかけたところ、２名の会員が運営委員会に参加してく
ださり、新鮮な空気を吹きこんでくださった。
　積極的に活動に参加したいという市民は随分多いのではないか、私たちの活動がそ
の人たちに届いていないだけかもしれない。そう思えば活動の行く先は無限に広がっ
ていきそうだ。
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　「片付けても片付けても、一雨来れば、上からゴミがどばっとやってくる」それが
海岸のゴミの現状です。当財団が処理する海岸のゴミの量は、年間約７, ０００トン。こ
の莫大なゴミの約７割は川からやってきます。
　そのため、海岸のゴミを減らしていくためには、沿岸部だけではなく、河川の上・
中流域を含めた広域的な環境への取組みが必要不可欠です。
　昨年の夏、桂川・相模川流域協議会のご尽力により、山梨県の子供たちが茅ヶ崎の
海岸を訪れ、清掃をしてくれました。そして清掃後に、当財団から子供たちへ海岸の
ゴミについて話をいたしました。こうした次の世代へ向けて体験プラス講習という具
体的な働きかけこそが、長い目で見れば、海岸だけでなく社会全体からゴミを減らし、
豊かな環境を保全していくことへ効果を発揮していくことになると思います。
　そういった意味においても、河川の上・中流域との連携の拠点となるこの協議会の
存在は大きく、財団としても出来る限り協力していきたいと考えております。
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　相模原市は、昨年の津久井町、相模湖町との合併に引き続き、本年３月１１日に城
山町、藤野町と合併し、面積３２８.８４�、人口約７０万人の新「相模原市」が誕生しま
した。
　相模原市では、これまでも「環境共生都市」を目指し、様々な取組みを進めてまい
りましたが、合併により、県民の水がめである相模湖、津久井湖等を有することとな
り、水源地域として、環境への取組みをさらに進める必要があります。
　また、水源環境を保全していくためには、広域的な取組みが必要であり、山梨、神
奈川両県の「市民、事業者、行政」が一体となって様々な取組みを進めている桂川・
相模川流域協議会と連携を図りながら、実効性のある環境保全の取組みを進めてまい
りたいと考えております。
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　私たちは、桂川・相模川の将来像を「清く豊かに川は流れる」とイメージします。
　河川の豊かな水は、多くの生物を育み、生物はまた、水を自然浄化します。清流は、
ただ清らかに澄んでいるだけではなく、流れることによって、豊かで多様な生物の共
存を可能にしています。
　桂川・相模川は、これまで、清く豊かな流れによって森と海を結び、空と地表と地
下をつなぎ、多様な生物と人間を共存させ、地域の風土と文化、経済の中心になって
きました。
　しかし、２０世紀半ば以降、首都圏の周縁をなす流域とその周辺の人口の増加、社会
経済の急激な発展を背景に、水需要が増大し、川の水が大量に使用されるとともに、
汚濁物質が流入するなど、桂川・相模川の水量の減少と水質の悪化は大きな問題に
なっています。また、治水事業・利水事業は、私たちの安全で快適な生活の確保に役
割を果たしてきましたが、反面では、生物の生息・生育環境を含めた自然環境に大き
な影響を与えています。
　私たちは、古くから桂川・相模川の恩恵を一身に受けてきました。そして、今日、桂
川・相模川は、流域の住民はもとより、その恵みを受けているすべての生物と人々、あ
らゆる主体にとっての共有財産となっています。
　こうした認識のもとに、私たちは、桂川・相模川を悠久のものとして将来の世代に
引き継ぐため、市民、事業者、行政の合意に基づいて、次のことを基本理念として、
「アジェンダ２１桂川・相模川」を策定し、実行していきます。

�　私たちは、清く豊かに流れる桂川・相模川の恵みの下で、健康で安全かつ文化
的な生活を営む権利を有するとともに、この川の恵みを将来にわたって子孫とす
べての生物が公正に受けられるよう継承する責務がある。

�　私たちは、流域に関わるすべての人々の社会経済活動や生活様式が桂川・相模
川に大きな負荷を与えていることを認識し、これらを環境の視点から見直し、豊
かで多様な生命を育むことができる、環境への負荷が少ない持続可能な発展を基
調とした環境保全型社会を形成するよう行動する。

�　私たちは、桂川・相模川に係わるすべての事業活動において、地域の自然的社
会的条件に応じて、その計画段階から、良好で健全な自然環境の保全・回復を重
視し、生活環境及び社会環境についても、総合的に配慮する。

�　私たちは、上流と下流、市民と事業者と行政など、様々な立場の違いを越えて
互いに交流を深めながら協働するとともに、自らの責務を自覚し、各々の役割分
担と公平な負担のもとに、自主的かつ積極的に行動する。

�　私たちの行動の前提として、情報の共有化が必要であり、桂川・相模川に関す
る市民、事業者、行政の情報は、公開を原則とする。

　　私たちは、桂川・相模川に係わる政策や事業の立案と推進にあたって、桂川・
相模川に関心と利害を持つすべての主体の参加を得て行われるよう努力する。

１９９９年９月１４日策定
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　　市民、事業者及び行政の３者間の協議を行うため、幹事会が設けられています。

幹事会に参加する幹事は、３つの主体別部会及び地域協議会から選出され、それぞ

れの主体別部会や地域協議会の中で話し合われた内容を協議し、合意の形成を図り

ます。
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　　幹事会には、流域の環境保全に関して専門的な検討を行うため、必要に応じて専

門部会を設置することができます。専門部会には、扱う専門的な課題に関係のある

主体が参加し、必要に応じて専門家の出席及び協力を求めることができます。専門

部会での検討結果は、幹事会に報告されます。

��

　　会計及び事業に関して監査を行うため、各主体から監事を選出します。

�����

　　桂川・相模川流域協議会には、市民部会、事業者部会及び行政部会の３つの主体

別部会が設けられています。流域協議会の会員は、それぞれ該当する部会に参加す

ることになります。
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　流域環境の保全を効果的に行うため、市町村や支川単位、又はいくつかの市町村

にまたがって設置します。地域協議会の運営については、各地域協議会が定めるこ

ととなっており、地域の実情にあわせた独自性のある運営が可能です。 
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　��������　　　　　　　　　（報告者：神奈川県環境農政部大気水質課）
　　　「アジェンダ２１桂川・相模川」の推進、実行のための行動指針・行動計画の検

討等を中心に、総会、幹事会、主体別部会（市民部会、事業者部会及び行政部会）
及び専門部会を開催しました。
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　　　　○　定期総会【５月２７日（土）ソレイユさがみ、出席者５１名】
　　　　　《議案》  （第１号）２００５年度事業報告（案）及び収支決算（案）について
　　　　　　　　　（第２号）２００６年度事業計画（案）及び収支予算（案）について
　　　　　　　　　（第３号）役員改選について
　　　　　　　　　（第４号）規約改正について
　　　　　《講演》「山・川・海のつながりについて」
　　　　　　　　　　　　　　　四日市大学環境情報学部教授　　松永　勝彦　氏

����������　　（※　議題については、主なものを記載）
　　　　○　第１回【５月１７日（水）八王子市クリエイトホール、出席者２１名】
　　　　　　　・２００６年度　桂川・相模川流域協議会総会について
　　　　○　第２回【５月２７日（土）ソレイユさがみ、出席者３０名】
　　　　　　　・２００６年度　代表幹事の選出について
　　　　○　第３回【７月１４日（金）八王子市クリエイトホール、出席者２２名】
　　　　　　　・流域シンポジウムについて
　　　　　　　・森づくり専門部会及びアジェンダ専門部会について
　　　　○　第４回【９月１４日（木）八王子市クリエイトホール、出席者１８名】
　　　　　　　・流域シンポジウムについて
　　　　　　　・森づくり専門部会について
　　　　○　第５回【１１月６日（月）八王子市クリエイトホール、出席者２１名】
　　　　　　　・洗剤対策事業について
　　　　　　　・流域シンポジウムについて
　　　　　　　・魚道調査及び魚道ウォッチツアーについて
　　　　○　第６回【１２月２０日（水）八王子市クリエイトホール、出席者１７名】
　　　　　　　・２００７年度予算について
　　　　　　　・アジェンダ専門部会の開催について
　　　　　　　・水源環境保全・再生かながわ県民会議委員の選定について
　　　　○　第７回【２月９日（金）八王子市クリエイトホール、出席者２１名】
　　　　　　　・水源環境保全・再生かながわ県民会議委員の選定について
　　　　　　　・２００７年度予算について
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　　　　○　第８回【３月２２日（木）八王子市クリエイトホール、出席者２２名】
　　　　　　　・２００６年度事業報告（案）及び収支報告（案）について
　　　　　　　・２００７年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

�����������　　（※　森づくり専門部会の議題については、主なものを記載）
　　　　○　第１回アジェンダ専門部会【５月１７日（水）八王子市クリエイトホール、 出席者２７名】
　　　　　　　・かながわ水源環境保全・再生施策と桂川・相模川流域協議会との係
　　　　　　　　わりについて
　　　　○　第２回アジェンダ専門部会【８月２８日（月）八王子市クリエイトホール、 出席者１９名】
　　　　　　　・かながわ水源環境保全・再生施策について
　　　　○　第３回アジェンダ専門部会【２月９日（金）八王子市クリエイトホール、 出席者２４名】
　　　　　　　・相模湖・津久井湖窒素排出源調査結果について
　　　　○　第１回森づくり専門部会【７月２６日（水）八王子市クリエイトホール、出席者８名】
　　　　　　　・２００６年度事業について
　　　　○　第２回森づくり専門部会【３月２２日（木）八王子市クリエイトホール、出席者１０名】
　　　　　　　・２００７年度事業について

�����������　　（※　議題については、主なもの議題）
　　　　○　第１回【４月１日（土）相模湖交流センター、出席者１０名】
　　　　　　　・役割分担、担当幹事について
　　　　○　第２回【５月６日（土）サン・エールさがみはら、出席者１５名】
　　　　　　　・２００６年度　桂川・相模川流域協議会総会について
　　　　○　第３回【６月３日（土）相模湖交流センター、出席者５名】
　　　　　　　・第１回アジェンダ専門部会（かながわ水源環境保全・再生施策）に
　　　　　　　　ついて
　　　　○　第４回【７月１日（土）サン・エールさがみはら、出席者１１名】
　　　　　　　・各種事業の経過報告及び今後の取組みについて
　　　　○　第５回【９月２日（土）相模湖交流センター、出席者１１名】
　　　　　　　・各種事業の経過報告及び今後の取組みについて
　　　　○　第６回【１０月７日（土）サン・エールさがみはら、出席者１８名】
　　　　　　　・学習会①「相模湖、津久井湖のアオコについて」北里大学　岩下　正人氏
　　　　　　　・学習会②「持続可能な拡大流域圏の地域住民、 ＮＰＯ、 行政、 研究者
　　　　　　　　　　　　の実践的協働を実現する空間情報プラットフォームの構築」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学教授　佐土原　聡氏
　　　　○　第７回【１２月２日（土）相模湖交流センター、出席者１２名】
　　　　　　　・２００７年度事業計画について
　　　　○　第８回【１月６日（土）サン・エールさがみはら、出席者１０名】
　　　　　　　・２００７年度事業計画及び予算について
　　　　○　第９回【２月３日（土）サン・エールさがみはら、出席者１４名】
　　　　　　　・２００７年度予算及び事業計画について
　　　　○　第１０回【３月３日（土）相模湖交流センター、出席者１８名】
　　　　　　　・各種事業の経過報告及び今後の取組みについて

������������　　（※　議題については、主なものを記載）
　　　　○　第１回【４月２７日（木）八王子市クリエイトホール、出席者１８名】
　　　　　　　・２００６年度　桂川・相模川流域協議会総会について

�����������　　（※　議題については、主なものを記載）
　　　　○　第１回【４月２７日（木）八王子市クリエイトホール、出席者２２名】
　　　　　　　・２００６年度　桂川・相模川流域協議会総会について
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　　　　　　　（報告者：小西　一郎）

・第１回（２００６． ５． １７）：かながわ水源環

境保全・再生実行５か年計画について

・第２回（２００６． ８． ２８）：かながわ水源環

境保全・再生実行５か年計画について

　（神奈川県企画部土地水資源対策課）

・第３回（２００７． ２． ９）：平成 １３ 年度　相

模湖・津久井湖窒素排出源調査結果

　（神奈川県温泉地学研究所

　　　　　　主任研究員　宮下雄次氏）

　アジェンダ専門部会は、流域協議会設

立（１９９８年１月）の当初から幹事会の下

に設置され、前半の５年間は「アジェン

ダ２１桂川・相模川」の具体的な行動指針、

行動計画づくりに専念しました。

　同時に基本理念もまとめられ、成果は

２００２年３月発行の「改訂版」にまとめら

れています。

　その後は、２００２年の「ホタル学の初歩

から最新の研究成果まで」に始まって、

「世界の地域通貨、日本の地域通貨、そ

して未来の地域通貨」等のいろいろな学

習会を重ねて、今日に至っています。

　そんな中で「かながわ水源環境保全・

再生施策」についての説明会、検討会は、

２００５年度末から２００６年度にかけ３回も

開催されています。結果はその県民会議

の委員に、関係団体から倉橋満知子代表

幹事がなることになり、又、一般公募の

委員にも、牧島信一幹事と天内康夫さん

が横浜・川崎地域から入ることになりま

した。

　以下に、毎回のアジェンダ専門部会の

概要を簡単に書いておきます。

　第１回目は２００５年度の終わり２月１６

日の土地水資源対策課の説明会を受け、

流域協議会内部の意思統一、意見調整の

場としてもたれました。この場では、か

なり本音の意見がかわされています。

・この事業は順応型管理ということで実

行・評価・見直し等は県民会議が行っ

ていくとなっているが、この県民会議

と流域協議会というのが非常によく似

ていて、二つの組織が将来的に並存し

ていくのか、あるいは合体をしていく

のか ･･･。

・県民会議の中の推進委員会の委員に、

流域協議会から一人乃至数人が参加す

るのか、その程度の扱いなのか。

・県民会議に参加する、これは重要な視

点だが、会議に出るだけでいいのか。

実行を担保するには事務局体制と実行

部隊が必要になるのでは ･･･。

　第２回の専門部会では、再び土地水資

源対策課の出席のもと、県民会議につい

ての進捗状況の説明を受けつつ、意見の

統一をはかりました。

　第３回目の専門部会は、内容を全く変

えて、「平成１３年度　相模湖・津久井湖

窒素排出源調査結果の紹介」とのことで、

神奈川県温泉地学研究所主任研究員の宮

下雄次さんにお話し頂きました。

　ただ、相模湖、津久井湖の場合、アオ

コの原因となる植物プランクトンにとっ

て栄養条件はリン制限であるので、窒素

排出源調査の意義がいまひとつ分かりに

くかった。リン排出源調査のほうが汚濁

源対策にとって緊要であろうと。

　また、汚濁源は自然系が７割との話は

納得する訳にはいきません。
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（報告者：倉橋　満知子）　

　実践的森づくり流域材活用推進プロジェクトも２年目を迎え、「木を切り出すとこ

ろから見せる流域材の家づくり」をスタートすることができました。

　上野原市に在住する協議会会員の中村さんが、モデルハウスとして、公開建築に協

力してくださることになりました。森の中の木を見ることから始まるという、設計士、

大工さんとともに今までやったことのない家づくりに挑戦することになった訳です。

　まず、施主と設計士さんとの綿密な打ち合わせを重ね、設計図が出来上がったとこ

ろで、木を切り出す山の下見を行いました。

　２００６年５月２日（火）、雨が降るあいにくの天気のなか、北都留森林組合の案内で、

山梨県森林環境部林業振興課、相模原市経済部農林課などの職員も同行して確認をし

ました。選別した木には、印のテ－プが巻いてありました。どの視点で、選ぶのかと

聞くと、「真直ぐで、太いもの」を選ぶそうです。

　その後、木を切り出す日程を２００６年９月２３日（土）と決定しました。今回の伐採

は「新月伐採」という方法を選択しました。

　新月伐採とは、新月の前後一週間の間に伐採

すると、カビが生えにくく、虫がつきにくい、

腐敗しにくい、縮みや曲がりが少なく割れにく

いという特性があると言われています。

　また、新月に伐採した木は、無垢材としての

空気の浄化、燃えにくい良質な古材として再利

用が可能という、優れた材になります。

　このようなことを踏まえて「木を切り出すと

ころから見せる流域材の家づくり」の見学会を

実施しました。

　当日は３１名の参加で、天気にも恵まれ、実施することができました。北都留森林組

合の方々から説明を聞きながら、チェーンソーの音とともに一本一本倒れていくヒノ

キを、感動しながら見ることができました。

　新月伐採を見学後、甲斐東部木材団地へと

移動し、原木丸太の市場やプレカット工場を

見学しました。太さの違う丸太をベルトコン

ベアーで選別していく様子や、設計図に合わ

せて、自動的に柱材がカットされていく様に

感心しながら、見学しました。初めて見る人

たちが多く、森と家のつながりが見えた見学

会になったのではないでしょうか。
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　伐採した木は、年を越えた２月いっぱいまで、森の中に寝かされ、自然乾燥させ、

製材にかけます。柱や板となって家の形になるのも間もなくです。今年度中に家の見

学会ができませんでしたが、来年度に２回目の学習会を兼ねた見学会を行います。

【９月２３日に開催した見学会の案内リーフレット】
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25
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（報告者：茅ヶ崎市環境部環境保全課）　

　今年度の上下流交流事業は、２００６年８月２２日（火）茅ヶ崎海岸において開催しま
した。海岸での体験を通じて桂川・相模川が注ぎ込む海の現状や森・川・海のつなが
りの大切さを体感してもらうことをテーマに、地引き網体験、海岸清掃及び交流会を

行いました。
　当日は、上流側から山梨県大月市の小学生２１名、下流
側から神奈川県高座郡寒川町の小学生２５名をはじめ、
総勢８３名が参加しました。
　地引き網体験では、皆で力を合わせて引き上げた網に、
イワシ、アジ、カワハギ、スズキ等たくさんの魚が銀鱗
を踊らせていました。新鮮な魚の天ぷらや刺身が振る
舞われた昼食の後、財団法人かながわ海岸美化財団職員

の柱本さんの指導で、海に感謝の気持ちを込めて全員で海岸清掃を行い、茅ヶ崎海岸
を後にしました。
　午後からは、財団法人かながわ海岸美化財団に場所を移動し、柱本さんから「海岸
漂着ごみ等の状況について」講話をいただきました。海岸ごみの約７割は川から流れ
てくることを知り、川と海がつながっていることを再認識することができました。
　最後の山梨、神奈川両県の小学生による交流会では「環境を守るために身近にやっ
ていること」をテーマに、学校や家庭で取り組んでいる事例が多数発表されました。
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　力いっぱい引いた地引き網の中に、巨大なエイがいた。漁
師さんがうらがえしにして、 腹を見せてくれた。 かたいと思っ
ていたけど、ぬるぬるしていた。意外とやわらかくて、びっ
くりした。イカの足には、吸ばんがあり、手にくっついた。
　この生き物たちのためにも、ゴミをへらして、きれいな川
にしていきたい。
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　海岸でゴミを拾ってみると、自分たちが使う日用品から、お弁当箱のゴミまでたく
さんありました。身近にこんなたくさんのゴミがあるとは思いませんでした。
　一人一人に対する意識が強ければ強いほどゴミは減るし環境もきれいになります。
７０％の川のゴミ、全てのゴミを減らし、海にいる生き物や自分達のためにも、これか
らはもっと環境を大切にし、積極的に活動に参加したいです。とても良い経験になり
ました。
��������	
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　私が拾ったゴミの中で多かったのは、木のくずとビニールとタバコの吸いがらでし
た。私は、海っていいなあと思いました。でも、ゴミがたくさんあると、魚はかわい
そうだと思いました。
海岸清掃後に海を見
たらきれいになりま
した。ずっときれい
な海でいてほしいで
す。　
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（報告者：実行委員会　宮野 貴、 中村 道子、 山梨県富士・東部林務環境事務所環境課） 

������

　　本年度の流域シンポジウムは、流域
のほぼ中央に位置する山梨県上野原市
にて、１１月１２日（日）に開催されま
した。

　　桂川・東部地域協議会の会員を中心
とした実行委員会を組織し、手作りの
シンポジウムとして精力的に準備し、
当日は約２００名の来場者による活発な
意見交換が行われました。

　　本稿では、その概要を報告します。
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　■開催日：１１ 月 １２ 日 （日）  １２ ： ００～１６ ： １５
　■会　場：上野原市文化ホール
　　　　　　（山梨県上野原市）
　■テーマ：水源地からの警告
　　～誰が私たちの飲み水を守るのか～
　■参加者：約２００名
　■パネル展示（１４団体）
　■プログラム
　　１　主催者開会あいさつ
　　　　　河西　悦子（代表幹事）
　　２　来賓あいさつ
　　　　　臼井　和文 （上野原市市民部長）
　　３　水源環境について
　　　　―もっと知ろう水源環境―
　　　①「映像による上流域の紹介」
　　　　　　宮野　貴（実行委員）
　　　②「かながわ水源環境保全 ・ 再生施
　　　　策」について
　　　　　　荘田　俊夫
 （神奈川県企画部土地水資源対策課）

　　４　流域交流会
　　　　―本音で語り合おう－
　　　①山梨県流域市町村からの報告と
　　　　再発見　～わがまちの水環境　
　　　　その良さと問題点～
　　　　　進　行：小川　和子 （事務局）
　　　　　発表者：各市町村担当者
　　　②みんなで意見交換
　　　　　コーディネータ：宮野　貴
　　　　　　　　　　　　（実行委員）
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　　２００７年４月から、「かながわ水源環
境保全・再生施策」がスタートし、神
奈川県では個人県民税に上乗せする形
で、この財源が確保されることとなっ
ています。今、神奈川県民の目は上流
域に向けられつつあります。

　　一方、流域協議会では設立以来、
「アジェンダ２１桂川・相模川」を基
に多くの事業を進めて参りましたが、
果たして流域の環境は良くなったので
しょうか？水源地の状況はどうなった
のでしょうか？問題は解決したので
しょうか？

　　こう、自問自答したとき、まだまだ
流域には多くの問題が残り、そのこと
を私達はあまり知らないのではないで
しょうか。かっこつけずに、原点に
帰ってみる必要性を感じました。

　　一般に、シンポジウムでは偉い先生
の講話があり、パネラーの議論を聞く
ことが多いのですが、我々が求めてい
るものはそうではなく、実態を知り、
解決策を自ら議論し、行動することで
す。今回のシンポジウムは、来場者全
員参加の会にしたいと企画しました。
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　　まず、広い流域の情報を共有するこ
とが必要であることから、実行委員に
より、河口から源流である山中湖まで
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　を空から眺めた映像で紹介しました。
自分が鳥になった気分が味わえる無料
のインターネットソフト・情報である
「Google　Earth（グーグル・アース）」
を利用しました。下流域をあまり見た
ことが無い山梨県民が多かったことも
あり、新鮮な驚きが会場を包みました。

　　その後、空と大地そして台所をつな
ぐ水の循環、森林の荒廃状況と流域材
使用の試み、河川・湖沼の水質やゴミ
の状況、下水道の整備状況等について、
特に山梨県側の状況を写真やグラフで
説明しました。
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　　山梨県側の流域全市町村（９市町
村）の担当職員が、自らの言葉で自分
のまちの素晴らしさと問題点、そして
環境問題への取組内容を紹介しました。

　　自然環境の素晴らしさがある一方、
森林の荒廃、ゴミの不法投棄の状況等
が問題点として挙げられ、水質浄化、
一斉清掃の状況、独自の条例や流域材
の活用方法等も紹介されました（詳し
くは、１６～１８頁をご覧下さい）。

　　各市町村５分という短い時間でした
が、私達の知らない情報がいっぱいあ
りました。かねてより、流域協議会に
おける市町村行政会員の活動が見えに
くいと指摘されていたところでしたが、
今回の報告を受けて各市町村が身近に
感じられ、行政との連携方策が見えて
きたように思えました。
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　　これまでの報告を聞き、参加者全員
による意見交換を行いました。

　　意見が集中した事項を列記しますと、
次のとおりです（詳しくは、１９頁をご
覧下さい）。

　・水質浄化は下水道事業だけでは完成
しない。

　・合併処理浄化槽は維持管理が大切で
あり、市町村設置型も含めて議論す
べき。

　・また、方式については、山中湖村で

推進している土壌浄化法を勉強する
必要がある。

　・ゴミの問題は拾うだけでなく、捨て
させない教育や環境づくりも重要。

　・森林管理のためにも流域材をもっと
使うべき。

　・各自が流域の情報をもっと知る努力
をし、また、知らせる努力（情報発
信）もすべき。

　　予定時間を超過する程の熱の入った
意見交換ができました。会場からも最
後に「もっとこういう話し合いの機会
を増やして欲しい」と、大きな掛け声
もあり、地に足が着いた議論の大切さ、
そして行動の大切さを改めて知る機会
となりました。
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　　テーマにある「誰が私たちの飲み水
を守るのか？」の答えは、水源地の
人々ではなく、水を飲んでいる“私達
みんな”だと思います（もちろん山梨
県民も水を飲んでいるのですから、こ
の中に含まれます）。

　　今回改めて明らかとなった問題点を
みんなで解決しようではありませんか。
流域協議会は、単なる熱い想いを持つ
市民の集まりではありません。専門的
な知識・技術を持った個人や企業・団
体、また、流域全ての行政が集まって
いるのです。大都市東京・横浜の悪い
影響を受けやすい地域でもありますが、
会員が一致団結し、グローバルな視点
で、確かな知識と技術を持って、地域
に根ざした議論と行動で、問題を解決
しましょう！

　　幸い、流域シンポジウム開催後に、
流域ツアー＆ウォッチングで、山中湖
村で推進している合併処理浄化槽の土
壌浄化法を学ぶ活動が行われました。

　　また、アジェンダ専門部会でも水質
についての議論が開始されました。こ
の流れをみんなで確かなものにしてい
きましょう。他ならぬ、私達の流域の
問題解決のために。

【次頁以降に、 説明・議論の詳細を紹介します】
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　　今回の桂川・相模川流域シンポジウムでは、山梨県内流域の９市町村から、水環
境保全に関する取組みを発表していただきました。

　　発表にあたって、短い時間で、市町村が抱えている環境問題や、その取組みにつ
いて、わかりやすく説明することは難しいことですが、各市町村の協力により、９
市町村全部から報告をいただきました。

　　以下、概要を報告します。
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　　湖の水質浄化・汚染対策では、公共下水道整備事業を積極的に推進している。昭
和５４年２月に着手し、現在、計画区域の整備普及率は６９.５％、接続率は７９.１％であ
る。湖面に接する一周の殆どが接続可能となり、ＣＯＤもここ数十年間横ばい傾向
からやや下向き傾向になってきている。

　　浄化槽・雑排水の終末処理は直接、河川・湖・側溝への放流を村の要綱で全面禁
止し、平成１２年４月から全て敷地内蒸発発散方式（通称：土壌トレンチ方式）を採
用している。

　　環境美化では、昭和４４年６月から地元住民、事業所が参加し、湖畔一斉清掃を毎
月２回実施。１回の参加者は約１,２００名、その日のうちに全量を村で回収する。一
斉清掃で手が届かない場所の散乱ごみは、毎日車２台人員４名で巡回回収している。
また、各種団体のボランティア活動により定期的に散乱ごみの回収も行っており、
参加人数は延べ一万人を超えている。
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　　住民やボランティア団体等により、桂川を維持管理するため、年に数回清掃活動
を行っている。

　　忍野村の 忍  草 漁業協同組合では、魚釣りの解禁中は、監視員が毎日ゴミ袋を持ち、
しぼ くさ

ゴミを回収している。
　　また、魚釣りの解禁前の３月と禁漁期間に入ってからの１０～１１月に清掃活動を
行っており、年２回で合計約２４０人、２ｔトラックで約３台分のゴミを回収してい
る。

　　その他、漁協が音頭をとり、釣人等のボランティアを集め、８月と１０月の年２回
清掃活動を行っており、合計８０人程が参加している。

　　忍野村観光協会では「水源の里忍野八海クリーンキャペーン」を年１回実施し、一
般から募集したボランティアを含め約１００名が清掃活動を行い、２ｔトラック約２
台分のゴミを回収している。

　　清掃以外では、毎年、河川と忍野八海の水質の変化、有害物質の有無等について
調査している。

　　家屋が点在し、一軒、二軒のために数百メートル下水道を引くのは容易なことで
はない。また、既設の単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に入れ替えるには本人・行
政に大きな負担がかかる。
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　・　平成１７年度は住民による河川清掃活動（市は、ごみ袋・軍手の支給、ごみ収集
車の手配を行う）を１６回実施し、６， ７７０㎏を撤去した。また、河川清掃業務委託
は６回実施し、３， ２４５㎏を撤去した。入山川を守る会は昭和４９年に発足し、毎月
第二日曜日に清掃活動を実施している。

　・　 富士吉田市「美しい富士の里」再生計画の目標は①「水質改善の推進」→市民
や環境団体と協働して実施する河川清掃、②「地下水の保全」→山林の維持管
理・富士山一斉清掃、③「水辺の親水化」→ホタルの再生や環境学習の役割を担
う明見湖の整備、④「汚水処理施設整備の促進」→公共下水道の整備・個人設置
型の浄化槽を普及させ、市民、事業者と連携・協働して取組み「美しい富士の里」
を実現していく。

　・　 今後の水環境保全として、①支援への体制作り②協力団体へのバックアップ③
市民、事業者と連携・協働した取組み④総合的かつ計画的な施策の策定を実施し
ていく。
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　　「法定外目的税」の全国第１号として、平成１３年７月導入した一人一日２００円の
遊漁税徴収がある。年間約３０万人の釣り客が訪れ、環境への悪影響も深刻な中、遊
漁税の導入により、一般財源に加え、税の目的に沿った湖底及び湖畔の美化清掃や
トイレの設置に充実が図られている。

　　次に、下水道及び合併処理浄化槽の推進について、下水道の現在の普及率は約
７０％で、今後、毎年３％程の整備が見込まれている。また、下水道の計画区域以外
では、合併処理浄化槽の設置を義務づけ、補助金を交付している。

　　毎年５月の大型連休前の日曜日に、河口湖を中心に町全域を、町民・企業・小中
学生など約８千人でクリーンアップキャンペーンを実施し、町内ゴミゼロ運動とし
て、ほぼ同規模で５月と１０月の最終日曜日に清掃活動も実施している。
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　　毎年、４月の第一日曜日に川浚い、８月には富士山クリーン作戦での清掃の際、
桂川、柄杓流川の河川清掃活動を行っている。水質検査結果では、環境基準をクリ
アしており、全体的に良好な数値である。

　　富士山の伏流水のなかでも、一番おいしい層から湧き出ているのが西桂の水、と
いわれている。
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�①　鹿留川下流　おなん淵清掃
　　　地域協働のまちづくり推進会による河川の漂流物の撤去作業及び上下流のゴミ

拾い。小船を用意し、川に浮いているプラ容器・発泡スチロールなどを網で集め
てゴミ袋に入れ、手渡しで上の道まで運び、地域の共同美化清掃を行っている。

　②　美化推進指導員委嘱式　６００名の環境美化協力員研修
　　　都留市内の９地区に４０名の美化推進指導員を委嘱し、不法投棄監視パトロール

を実施し、各自治会では、自治会の常会・組を単位として委嘱した６００名の環境
美化協力員によるゴミ分別指導や不法投棄の監視、美化活動を行っている。近年、
市内７地区に創立された地域協働のまちづくり推進会、各事業所、諸団体で結成
される実行委員会による清掃など、各諸団体の様々な活動が繰り広げられている。

　③　地域清掃活動
　　　河川の清掃活動で、古くから行われているのが市内一斉の定式。４月第一土・

日曜日の農作業が始まる前に、各地域で灌漑用水路を中心に広まった堆積物の除
去作業を行う。
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　④　田原の滝　こいのぼりまつり
　　　地域と諸団体が協働して行う清掃活動である。終了後、景観を利用し、寄贈さ

れた鯉のぼりを吊るした「こいのぼりまつり」が実行される。
　⑤　中学校と地域協議会合同清掃活動
　　　地元の東桂中学校と桂川・東部地域協議会が協働して行う柄杓流川の清掃活動。

各地域では川を大切にする意識、触れ合う意識が段々広がってきているが、以前
の水辺を取り戻すには、まだまだ時間が必要である。
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　①　清流と水辺・ふれあい推進事業
　　　毎年、環境教育の一環として、市内小学校児童を対象とした「清流をまもる集

い」を実施している。子供達に身近な河川の水質検査、水生生物調査や河川清掃
を通して河川の現状を把握してもらい、河川美化学習に取り組んでいる。

　②　エコ市民交流事業
　　　毎年、市民に身近な環境を考えて頂くことを目的とし、環境イベントとして

「おおつき市民エコフェスタ」を開催している。
　③　水源地の整備・流域材の活用
　　　水源地を中心とした森林整備計画を検討するとともに、流域材の活用を図り地

域の活性化を推進する。【大月市立猿橋小学校　流域材の活用状況（平成１８年１１
月現在）】
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　・　 市内小中学校への環境教育の普及に力を入れている。そのため、最近、小中学
生が環境問題で市役所へ訪ねてくるようになった。

　・　 首都圏に近いため不法投棄されたゴミの撤去を行っているが、不法投棄は後を
絶たない。その状況はＮＨＫの番組の電話取材があった。（平成１８年１１月現在）

　・　 環境基本計画の策定、委員の一般公募、また、水源税にも関心があり、水の安
全性に注意を払っている。
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　・　 年１回、村内一斉の清掃活動を実施し、 自治会、農協職員、小中学生、ボラン
ティア団体などが参加している。

　・　 全世帯を対象に、市町村設置型小型合併処理浄化槽の普及を行っている。平成
 １８ 年度からは、横浜市の協力で、排出水ＢＯＤが１０ppm の高度処理型合併処理浄
化槽の設置を進めている。

　・　 年１回定期河川底生生物の生息調査を行っている。ランクⅠのきれいな水に棲
む生物が８種類確認され、道志川が清流であることが立証された。
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　　今回のシンポジウムのまとめとして行った「みんなで意見交換」では、実行委員
の宮野氏がコーディネータを務め、たくさんの意見が来場者から出されました。

�����山中湖村が実施している合併処理浄化槽の排水を川などに流さない土壌ト
レンチ方式に興味があるので、もっと詳しく知りたい。また、見学にも行きたい。

�����下水処理の方法として流域下水道、農村集落排水、浄化槽と土壌浄化法を
較べるべき。

　　　水がいちばん綺麗になるのは土壌浄化法で、次に合併処理浄化槽、農村集落排
水、最後が流域下水道の順ではないか。コストは土壌浄化法が一番安い。我が家
では２５年前から実証している。

　　　山梨県の各市町村の努力で、この辺のことも考えて事業を進めてほしい。
�����千葉県四街道市にもゴミのポイ捨て禁止条例が１０年前にできているが、産

業廃棄物の不法投棄などもあり、全く改善されていない。浄化槽は、設置した後
の維持管理をしっかりしなければ水質が保てない。

　　　不法投棄に対しては、ゴミのポイ捨て条例でも、罰則を厳
しくするべきである。（千葉県在住者）

�����流域協議会の事業である「流域ツアー＆ウォッチング」
では、交流を図りながら、上流域を訪問している。

　　　クリーンキャンペーンや浄化槽の問題も含めて、地元で活
動している人やボランティアの人などと一緒に交流をしな
がら、上流域での取組みを下流域の住民にも伝えていきたい。

�����流域下水道も合併処理浄化槽も、行政が一括して管理して欲しい。
　　　既設の浄化槽は、行政が買い上げたらどうか。管理は行政になるから、徹底さ

れる。
�����平成１８年２月の浄化槽法の一部改正により、浄化槽の維持管理と清掃の法

定規則を守らない人には罰金を徴収する制度ができた。これを、どうやって遵守
させるかが、行政の課題である。

　　　山梨県内の先駆者として道志村の事業があり、横浜の水源林として、水質を守
るため、村ではＢＯＤを１０ppm（通常は２０ppm）にする、市町村設置型の合併処
理浄化槽を導入している。

　　　国の施策は、下水道を推奨してきたが、ここへきて、下水道では経費がかかり
すぎるから、市町村設置型及び個人設置型の浄化槽を推奨している。

�����ゴミを捨てる人は捨てる。拾う人は、ひたすら拾うというのが現状です。
　　　その原点をポイ捨て禁止条例にも加え、どう教育し、歯止めをかけていくかが、

これからの大きな課題だと思う。
�����実際に林業をしていると手入れができなくて弱っている。ハイキングなど

に植林の下刈り、間伐を組み合わせ、田舎に遊びに行って少し作業を手伝いたい
と考えている大都市の人との交流団体を作りたい。山をきれいにして、都市と農
村が仲良くできるようにしたらどうか。（上野原市民）
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非常に美しい景観の桂川の上流域ですが、水質やゴミ、
浄化槽、山の問題等たくさんの課題があり、行政だけでは当然解決できないこと
から、この協議会ができています。

　　　流域の問題が非常に広い範囲まで及ぼし、神奈川県
の水を飲んでいる人も、お金を出し合って頑張ろうと
いう、山梨県側も匹敵するような努力を、個人なり、
企業なり、行政でやっていければと思っています。 
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（報告者：文　岡田　一慶／編集　早川　幸男）　
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　　　２００７年１月１３日に行った第１回相模川支流合流点横断工作物調査は晴天に恵まれ
て、気持ちのいい小春日和で絶好の調査日となった。参加者は市民部会から１３名（う
ち、さがみはら地域協議会から８名）、神奈川県水産技術センター内水面試験場の勝
呂尚之主任研究員、神奈川県環境農政部大気水質課職員２名で、総勢１６名。

　　　調査地点は小倉橋下流、相模川右岸に合流する串川、 下  倉  川 、藤木川、下河原川の
した くら がわ

各合流点上流付近の４カ所である。
　　　今回の調査では、４つの支流全てに、合流点の上流付近に落差工が設置されている
ことがわかった。支流の上流には相模川に沿って小倉山、三栗山等の丘陵地があり、
合流点付近は勾配が大きいことから、道路橋の橋脚の洗掘防止のため必ず二段ほど
の落差工が施されている。

　　　調査した落差工は、魚道等の配慮がなされていないことや、その上下流部はコンク
リートの三面張りになっている箇所が多くあったことは非常に印象深いことであった。

　　　中間報告として、藤木川の調査データを例として掲載する。藤木川の合流点部分
のスケッチ、写真、水質調査や生物調査の様子、横断工作物の大きさなども見て頂き
たいと思う。生物は手網で採集した。水質については、内水面試験場から水質検査
機器を借りて測定した。落差工の高さなどの測定では、参加者の友人から測量機器
を借り出した。

　　　生物調査では、魚類や底生動物の種類数が上流は下流の半分であった。神奈川県
レッドデータ種の準絶滅危惧種でも上流と下流では違いが見られた。

　　　他の３カ所も、藤木川と同様に落差工が設置されていたので、簡単に報告する。
������

　　　本川合流点から上流９０ｍ付近と１５０ｍ付近に落差工の二段の横断工作物があるが、
 魚道等の設置はされていない。落差工の上下流部では生物種に違いが見られる。
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　　　合流地点直上付近に、１ｍ以上の高さのある落差工が設置されている。コンク
リート三面張りで、魚道は設置されていない。昨年は数匹のホタルを観察した。
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　　　合流地点から落差工までは水が涸れている。流水が完全に伏流している。一方、
人家を抜けた上流部は今でも水質が良く、以前はカジカも生息する渓谷であったそ
うである。

　　　４カ所とも、現在は魚にとって良い環境とはいえない状況だが、コンクリートの落
差工の表面が劣化して穴があき、それを魚道としてヨシノボリが落差工を乗り越え
ることがあると勝
呂主任研究員から
説明を受けた。 遡
上できるとは考え
られない場所だっ
たので非常に驚いた。

　　　本来支流は、多
様な生態系を支え
る豊かな水環境を
もっている。相模
川の支流がその機能を回復することにこの調査が少しでも寄与できることを願って
いる。今後は相模川本川の支流だけでなく、中津川水系の支流や、道志川の支流など、
調査が継続できればと思っている。

　　　支流調査の実現のためには、神奈川県水産技術センター内水面試験場の主任研
究員である勝呂氏に協力して頂いた。厚くお礼を申し上げる。



－２２－

���������	



－２３－



－２４－

���������	
��
�

（報告者：宮野　貴）　
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　　　本調査は環境調査事業のひとつとして、昨年度から取り組んでいるもので、全

国一斉に行われた「第３回身近な水環境の全国一斉調査」に参加する形で実施し

たものです。今年度は全国約５,０００地点で調査が行われ、流域協議会では約８０人

が参加し、桂川・相模川流域を中心に１７９地点で調査を実施しました。なお、こ

の調査の特徴は、調査者自らが調査地点を決めることにあり、調査の前から既に

行動は始まっていたのです。
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　　　調査は、全国統一の調査項目であるＣＯＤ

（化学的酸素要求量）を３回測定し、また、

ゴミの有無、濁り等、水辺の状況について判

る範囲で観察しました。

　　　ＣＯＤ測定は、その場で測定結果がわかる「パッ

クテスト」と呼ばれる簡易測定法を用い、試薬の

入ったチューブに採取した水を入れ、色の変化を

読み取ったものです。

　　　調査は、全国一斉調査日である６月４日（世界環

境デーに近い日曜日）に実施することを原則としま

したが、調査者の都合で別の日程でも良いことと

しました。
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　　　各調査地点のＣＯＤを３段階に区分したものを

図－１に、また、流域内外の平均値を表－３に示し

ます。

　　　図－１を見ますと、下流域で水質が悪いだけで

なく、上流域の支川にも悪いところがあることが

わかります。あなたの近くの川の水質はいかがで

すか？
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　　　ここでは、調査するだけではなく、ちょっと工夫

している例を紹介します。
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　　　この調査は、その場で測定しても、また、家に

水を持ち帰ってから一度に測定しても構わない

のですが、水をペットボトルに入れて並べて見

比べると興味深いことが判ります。
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　　　　水の色、混じっているものの量、水温等、

場所によって、かなり異なっていることが

実感できます。
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　　　　個人で調査できる箇所数は限られます。

そこで大切なのが、他の人との連携です。

流域全体ですと、広すぎて状況がつかみに

くいのですが、支川単位や地域協議会単位

で調査箇所を分担し、調査後に結果を持ち

寄ってみてはいかがでしょうか？（相模川湘

南地域協議会では、調査結果を持ち寄り、勉

強会を開催しました。みんなで状況や原因

について話し合い、地域の実情を理解しあ

いました。）
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　　　今回で２回目の調査ですが、前回と比較す

るのはちょっと早い気がします。重要なこと

は調査の継続です。また、年間の変化や一日

の間での変化を調査することも必要だと思い

ます。そして、何よりも一人でも多くの人が

この調査に参加され、水質保全・改善へ向けた

具体的な一歩になることを願っています。

　　　最後になりましたが、調査に参加された皆

様、お疲

れ様でし

た。また、

２００７年も

よろしく

お願い致

します。

参加でき

なかった

皆さんは、

次回は是

非参加し

て下さい。
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（報告者：宮野　貴）　

�
　７月２２日、２３日の両日、東京の明治神
宮参集殿などで「『川の日』ワークショッ
プ」（以下“ＷＳ”と略す）が開催され
ました。流域協議会では、向上高等学校
生物部（顧問：園原哲司教諭）と合同で
「シジミ類共同調査」について発表し、
幸いにも準グランプリを受賞致しました。
本稿では、その模様を紹介致します。な
お、シジミ調査の内容につきましては、
『２００５年度活動報告』を参照願います。
　このＷＳは、２００５年１１月に参加した
関東大会の上位に位置づけられる全国大
会で、今回で９回を数えます。全国の水
辺で様々な活動をしている小学生から高
齢者まで、元気な“川ガキ”が大勢集ま
り、自分達の活動を趣向を凝らして発表
します。私達は、活動を演劇風にアレン
ジし、アピールポイントを次の５点に
絞って発表しました。
①　シジミという目立たない生物に焦点
を当てて外来種問題を追及。

②　神奈川県内での初確認を始め、県内
のタイワンシジミ分布を解明。

③　高校と研究機関、流域の活動団体と
のコラボレーションにより全流域調査
を実施。

④　これらの事実を、 タイワンシジミ生
息未確認の全国 ２２ 県の内水面試験場等
へ紹介。

⑤　ホタルの幼虫、カワニナの放流に
伴ってタイワンシジミが放流されてい
る事実を確認。

　このＷＳでは、予選や二次審査、決勝
ラウンドを行いますが、その選考方法が
またユニークで、複数の審査員が公開討
論を行い、どれが良いかを選んで行きま
す。おかげで聞いている私達は、ずっと
ドキドキの連続でした。
　しかし、「シジミ調査」は、新鮮でユ
ニークかつ積極的な調査・情報発信方法
が高い評価を受け、準グランプリを頂戴
しました。これは、６年間もの、緻密で、
しかも着眼点の豊かな向上高校生物部の
皆さんの活動の成果です。おめでとうご
ざいました。私達は、改めて、向上高校
生物部のすごさを全国の舞台で知ること
となったのです。

　このＷＳの特徴は、自分達の活動を発
表するだけでなく、他の活動から勇気と
パワーをもらえることです。「へーそん
なことやってんだ」「んー、頑張ってる
な」「うわー、楽しそう」と、感動の嵐
です。どうですか、皆さんも地域の活動
を発表してみませんか。見ているだけよ
りずっと楽しいですよ！

��������� 	


������������	
��
���������
�
���	��
���������	

��������	
��
�
　　準グランプリ受賞により、兄弟大会
である韓国「川
　の日」ＷＳへ招
　待され、私達の
　代表として園原
　先生が発表して
　下さいました。
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（報告者：中村　道子、田嶋　龍司）　

　業務用洗剤の使用実態と河川環境への影響調査を行うため、広く一般の方々が利用

している公共施設における洗剤の使用状況の調査を行いました。

　今回は、洗剤対策事業の担当幹事が在住している地域を手始めに、公共施設の維持

管理を行っている事業者にアンケートを送付し、協力を依頼しました。

　相模原市の３４事業者と上野原市の３事業者に調査書を送りましたが、返送されたの

は相模原市では８社（２３％）、上野原市は３社（１００％）でした。

　この返送されたアンケートでは、使用されている洗剤名とメーカー名、用途が記入

されています。これをもとに各メーカーに対して、総数５３品目の洗剤について、下記

の法律や省令に基づく化学物質等安全データシート（ＭＳＤＳ）の提出を依頼しまし

た。

　回答には化学物質の名を明らかに示しているメーカーと、していないメーカーのバ

ラつきがあり、１９社中３社からはＭＳＤＳが届きませんでした。

　今後、このＭＳＤＳの分析について専門家に依頼する予定です。

　また、２００７年１月から、麻布大学の研究室で、特定化した化学物質・洗剤のメダカ

による毒性試験が始まりました。

【関係法令】

＊　特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

　　第１４条（指定化学物質等の性状及び取扱いに関する情報の提供）

＊　指定化学物質等の性状及び取扱いに関する情報の提供の方法等を定める省令

　　第３条（提供しなければならない情報）
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（報告者：牧島　信一、林　久男）　

　今年度は１回の開催でしたが、市民と水源地域自治体との新しい協働方式の流域ツ

アー＆ウォッチングを開発できたものと確信しています。通算では今回で、第２６回と

なります。
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　２００６年１１月に上野原で開催された流域シンポジウムで、水源地域である山梨県側

の各市町村から水質浄化等の努力を聞くことができましたので、流域ツアー＆ウォッ

チングでも順次、源流域の自治体を訪問して、その取組状況を見学・説明・交流会を

開催することとし、その第一弾として最上流部の山中湖村を訪問しました。事前に、

山中湖村を訪れて、市民側の意向を伝えて、協議しての事業スタートでした。
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　早朝７時、横浜駅西口に集合した頃は、目的地は雪との予

報で心配しました。しかし、道路は通行できるとの現地から

の連絡で、勇躍出発。途中、町田と大月からも何人かが乗車

して、直接現地参加も含めて、最終的には参加者は２４名。

　バスの中で、相模川湘南地域協議会の井上駿さんから詳細

な資料にもとづいて「生活排水の土壌処理」の解説をいただ

き、予備知識をたっぷり詰め込んで目的地へ向かいました。

　最初の目的地の山中湖クリーンセンターは、山中湖よりも

さらに高い標高１,０８０ｍの所にあるので、積雪が心配されました。異常ともいえる暖

冬のせいか、雪は木陰に僅かに残るだけで、１１時３０分に無事到着しました。
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　さっそく、クリーンセンター所長の羽田和志氏からお話を伺いました。まず、山中

湖村のごみ対策への取組状況について：

　一般ごみについては、古くから有料での戸別収集を実施していること、 また、 住民よ

りも ７００ 倍も多い観光客を迎える村として湖畔のクリーン事業及び不法投棄 （ポイ捨て、

 散乱ごみを含む） 対策としてボランティア並びに行政関与で、 各種の清掃活動や監視 ・

 指導活動を ４０ 年も前から続けていること。 詳しい資料をもとに説明していただき、 観光

地をみんなで守ろうという村の熱意と努力に対して参加者全員が深い感銘を受けまし

た。
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　ついで、今回の訪問のメインテーマである生活排水の土壌浸透装置（蒸発散方式）
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について、村の指導要領及び施工図面をもとに、説明を受けました。住宅の８９％は流

域下水道に接続済みで、下水道が引けないような山間部の別荘については、土壌トレ

ンチ方式による排水処理を行なっているという話でした。土壌トレンチ方式について

は、施工後は地下に埋設されてしまうため工事中でないと現物は見られず、あいにく

と厳冬期のため現在工事中の物件はひとつもなく、残念ながら現物を見ることはでき

ませんでした。建築確認申請を出す際に水処理に関しても必ず併せて届出をすること

となっていて、側溝を通して湖に流れ込むことがないように、万全の施策で湖の水質

は守られているということで、改めて水源地域住民の方々の意識の高さを再認識しま

した。ところで、はなはだ残念なことでしたが、クリーンセンターの内部又はせっか

く用意していただいたビデオも、時間の関係で拝見できずに、

次の見学場所である交流プラザ 「きらら」 へ移動しました。
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　「きらら」は、 山中湖畔にある野外劇場・湿生花苑 ・ スポーツ

広場からなる富士山と山中湖の自然にふれるための交流拠点。

　まず、管理棟でＮＰＯ法人「富士山自然学校」代表の渡辺長

敬さんから、「きらら」の建設並びに運営に関する基本理念をお伺いしました。もとも

と山中湖周辺にあった自然を破壊しないよう、土ひとかけらにいたるまで持ち出さな

い、持ち込まないという方針で、建設・運営されているというお話をお聞きし、強い

感銘を受けました。

　その後、渡辺さんと羽田さんの案内で園内の湿生花苑を見学しました。前記のよう

な考えで整備した結果、稀少な植物も見られるよ

うになったということですが、時節柄すべての植

物が枯れていて、元気な姿を見ることができな

かったのが心残りで、日を改めてまた来たいと思

いました。「きらら」では行政とボランティア団体

との見事な協働の姿を目の当たりにして、たいへ

ん有意義な一日でした。

　さらに、今頃は山中湖畔から有名なダイヤモンド富士が丁度見られる時期で、この日も

すでに何人かのマニアがカメラを構えていましたが、時間と天候の関係でそれはあきら

めて湖畔を後にしました。その後、昼食を持ってこなかった人や持ってきた弁当だけで

は足りなかった人のためにそば屋に寄ってから、バスで山中湖村を後にしました。
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　山中湖村の全面的なご協力と羽田所長の懇切なご案内のおかげで、無事、目的を達する
ことができました。ご協力いただいた関係者の方々に厚くお礼を申し上げます。午前は
自治体幹部職員から環境保全の話を聞き、また午後はＮＰＯ市民団体のリーダーから現
場で話が聞けたことは、流域協議会ならではの素晴らしい事業と言えましょう。なお、参
加者からのアンケート調査は「大変有益でした」が圧倒的に多数を占めていました。
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（報告者：神奈川県環境農政部大気水質課）　
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　　　桂川・相模川クリーンキャンペーンは、「アジェンダ２１桂川・相模川」の基本

理念に定められている「散乱ごみ・不法投棄のない地域づくり」及び「市民、事

業者、行政が連携した取り組み」の実践として、例年実施しているものです。
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　　　　桂川・相模川流域の各地域で、ゴミ拾い等の流域環境保全活動を実践してい

る方や団体から、その活動の実施予定情報を収集しました。

　　　　当協議会では、御提供いただいた実施予定情報をとりまとめ、リーフレット

の配布や当協議会のホームページにより、年２回、情報発信しました。
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　　　　当協議会に流域環境保全活動の実施予定をお知らせいただいた方や団体には、

希望に応じて、軍手やゴミ袋（国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所提供）、

簡易水質測定器（ＣＯＤ、ｐＨ等のパックテスト）などの物資を提供しました。

　　　　　　　　　　　　　【２００６年度　資材提供実績】
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　　　今年度実施した「桂川・相模川クリーンキャンペーン２００６」では、桂川・相模

川流域の各地域で３７回のキャンペーン事業が実施され、３６， ６７５人が参加し、

　　９４， ５８０㎏のゴミを回収しました。

　　　なお、実施結果の概要については、「桂川・相模川クリーンキャンペーン２００６

実施結果一覧」（３２頁から３３頁に掲載）のとおりです。

【雨天で中止となったキャンペーン事業】
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　　○　自転車等の粗大ゴミは大幅に減ったが、ビニール類は相変わらず多い。

　　○　下水道の整備が進み、川に入っての作業を通して感じ取れる川の綺麗さは良

くなっている。

　　○　河原でバーベキューをしたり、花火で遊んだりした後のゴミが多く見つかり

ました。「あゆみ橋」から「相模大橋」の短い区間でしたが、例年同様、花火

がたくさん落ちていました。花火をした後は、懐中電灯でチェックして欲しい

ものです。子どもたちも怒っていました。

　　○　【水生生物調査を実施して】例年どおり、ヒゲナガカワトビゲラの幼虫が一番

多く、全体としても水質がきれいなところに生息する水生生物を多く見ること

ができました。

 

��������	
��
����

����������	
��
���

����������	
�

��������	
��
����

���������	

��
��

��������	
��
���

���������	
��
��

���������	
��
�



－３２－



－３３－



－３４－

���������	
��
�

（報告者：關　正貴）　
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　　　流域協議会は、２００４年度より日本大学糸長研究室とのパートナーシップで流域

情報を整備・管理する流域データベース化共同事業（ＤＢ事業）を推進してきて

います。今年度で３年目となった継続事業です。

　　　このＤＢ事業は、主として紙地図に描くことの出来る情報をＧＩＳ（地理情報

システム）を活用して整理・整備するということと、図表などにまとめられた既

存の情報を把握し整理することを目的としています。
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　　　２００６年度のＤＢ事業の活動内容は次の通りになります。
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　　　　まず、流域協議会事業の成

果のＧＩＳ化として、次の事

業に対して実施しました。
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　　　　Ｔ＆Ｗでこれまで歩いてき

たルートの中で可能なものか

ら先にＴ＆Ｗ主催者及び関係

者が２万５千分の１地形図に

書き込んでもらい、日本大学

糸長研究室にてＧＩＳに入力

していただきました（図１）。

結果として、現在９ヶ所の入
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力が終わり、流域内のどこで

Ｔ＆Ｗが行われてきているか、

大体どのくらいの距離を歩い

たのか（表１）ということ等

をＴ＆Ｗ主催者、関係者だけ

でなく参加者等の全ての人達

が情報を共有し、把握可能と

なってきています。
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　　　　今年度は昨年度に引き続き

一斉調査の情報をＧＩＳ化し

ました。項目はＣＯＤです。

一斉調査にて座標整理までさ

れている情報をＧＩＳに取り

込みました。作成されたＤＢ

は昨年度作成した河川図と流

域図とともに地図化しました

（図２）。旧年度との比較が

可能になってきています。
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　　　　今年度は独自情報である事

業活動情報のＧＩＳ化での連

携のほかに既存情報である国

土交通省がインターネットを介して配布している国土数値情報を活用して流域

環境の可視化を試みました。項目は１９７６年と１９９７年の土地利用とその変化、

土地分類（地形、土壌、地質）です。これらは支流域毎の参考資料として、２

月に開催された市民部会において配布しました（図３）。
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　　　来年度はＤＢ事業を開始して４年になります。日本大学と共同することで、

ゆっくりですが事業情報が蓄積されてきています。今後は、この事業情報の効果

的な活用方法と管理方法をしっかりと考えていく必要があります。その上で流域

協議会において事業活動情報の持続的なＤＢ化の可能性を探っていきます。
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（報告者：山梨県富士・東部林務環境事務所環境課） 

　桂川・相模川流域協議会の活動状況やアジェンダの進捗状況について、広く会員等

に周知するために会報誌「あじぇんだ１１３」を発行しています。２００６年度について

は、２００６年１０月と２００７年３月の２回発行しました。桂川・相模川流域協議会のホー

ムページ（������������	�
�	�
	�	���������）にアクセスすると、ご覧いただけます。

　今後も、環境に関する情報や流域の話題などを発信していきたいと考えております。
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（報告者：神奈川県環境農政部大気水質課）　
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　　桂川・相模川流域協議会では、広く情報を発信するため、２００１年９月からホーム

ページを開設し、ホームページ運営委員会を組織して、掲載内容の確認や運営の意

志決定を行っています。ホームページの運営及び更新等については、外部に委託す

ることによって、より迅速に情報発信を行っています。

　　また、委託者からの提案もあり、２００６年７月１日には、さらに使いやすく、内容

を充実させるため、リニューアルを行いました。

　　リニューアルにあたっては、より閲覧者の興味を引くことができるよう、新鮮さ

とインパクトのあるトップページデザインに変更するとともに、閲覧者が桂川・相

模川流域のイメージを、より具体的かつ視覚的に感じとることができるよう、新た

に「桂川・相模川流域マップ」を追加掲載しました。

　　このリニューアルにより、アクセス件数は、さらに増加しました。
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　　２００６年７月１日のリニューアル後（２００６年７月）の月間アクセス件数は、前月

（２００６年６月）と比較して約１.５倍となりました。リニューアル後のアクセス件数

が大幅に増加したこともあり、今年度は

　過去最高のアクセス件数となりました。

【各年度別アクセス件数】

　※２００１ 年度は９月から （７か月分）
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（報告者：山梨県富士・東部林務環境事務所環境課）
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　　　役員会　７回開催
 （４ /１４、 ６ /１３、 ７ /１２、 ８ /２４、 １０/１２、 １ /２３、 ２ /１３）
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　　　２００６． ５． ７ （日）　大月市民会館　
　　　総会では、桂川流域の環境保全を図り、

地域に密着した持続可能な循環型環境保
全社会を築くことを目的とし、引き続き
森林保全体験や環境学習会等、様々な事
業を行っていくことが決定されました。

　　　また、議事後には、富士・東部林務環
境事務所県有林課　武井昭二課長による
「ＦＳＣの森林管理認証制度について」
の講演を行いました。
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　　　２００６． ４． ３０ （日） 大月市笹子町黒野田４３名
　　　笹子の民有林で行われた「大月森つく

り会」主催『第４回森への想い育む植樹
祭』に支援・参加。笹子川の河畔、サル
やイノシシが出没し、竹藪に侵食されつ
つあった耕作放棄地を整地したところへ、
アンズ・ユズやコ
ブシなど今年度は
比較的大きな苗木
を植樹。その後、
山梨県ＦＳＣ材を
使って作ったデッ
キ周りで主催者提供の昼食やバウムクー
ヘンつくり、恒例となっている「森のコ
ンサート」オマタ・タツローさんの鳥と
鳴き交わしながらの演奏を楽しみました。
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　　　２００６． ７． ２２ （土）大月市奈良子　１２名
　　　例年は、桂川鳥沢地区で行っていた川

釣り教室のフィールドを葛野川支流の
「奈良子釣りセンター」に移して開催し
ました。

　　　この「奈良子釣りセンター」は、地元
の環境活動に関心を持つ方が所有地を山
林は炭焼塾に、そして隣接する桂川支流
の上流を開発し、近年知られざる渓流ス
ポットとして、自然を愛する釣り人の脚
光を浴びている場所です。

　　　異常気象の影響で集中豪雨があり増水
で開催できるか心配されましたが、思い
もかけない結果になりました。当日の参
加者は天候と連絡の不備も重なり、上流
のスタッフが多くなりました。しかも、
ほとんどの人が生まれて初めて釣竿を持
つ全くの初心者で、餌のイクラのつけ方
から竿の振り方まで一時はどうなること
やらといった状況でした。いよいよ釣り
開始、最初の一投目から、あちらこちら
で叫び声があがりました。まさに入れ食
いの状態で世話役の人たちは、かかった
魚を取り込むのに大忙し。午後２時から
２時間あまりの大騒動になりました。

　　　「渓流魚は増水後を狙え」のセオリー
どおり、普段ならばニジマスが中心の釣
り場なのに、ヤマメからなんとイワナま
で入れ食いが続いたわけです。

　　　当日の参加者のほとんどが、なんと渓
流釣り憧れの魚を釣ってしまったわけで
す。釣った魚はそのままバーベキュー
ガーデンで皆さんの胃袋におさまりまし
た。この喜びと興奮を今後は地元の上流
部から下流部の人々に経験してもらいた
いと願っています。
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　　　 ２００６． ９． １５ （金）   上野原市鶴川支流  ２４名
　　　上野原地区黒田川沿い大平橋より、県

道棡原・藤野線までの河川及び周辺のゴ
ミ清掃を行いました。当日の安全確保と
時間内に行うための予備として、一ヶ月
前より踏査しゴミ収集のための草刈・除
伐・伐採等を致しました。結果、可燃・
不燃ゴミ等２ｔトラック２台分を収集し
ました。黒田川は林道沿いを流れる幅

　　３～５ｍの川で、上流には市民の飲み水
の取水場があります。今後地元の自慢の
清流を汚さぬよう意識改革を促す啓発の
立看板や地元・市・協議会などとも協力
し、昔のようにホタルが多く住む里を復
活させたいと思います。
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　　　２００７． ３． ２１ （水）　都留市法能　４８名
　　　本事業も今年度で６回目を数えました。

今回は、都留市法能の敷地に会場を移し
実施しました。コナラの原木約１００本に
シイタケの種駒を植菌しました。

　　　今回は山梨県富士・東部林務環境事務
所の担当者の指導により、植菌後のホダ
木の管理とシイタケ栽培のポイントにつ
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　　いてしっかり学びました。参加者には、
植菌後の原木を２本ずつ持ち帰っても
らい、その後のシイタケ栽培を各家庭で
体験していただくことにしました。
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　　　前年度に引き続き、２００６年８月６日か
ら２００７年１月７日まで上野原市の測定
ポイントにてＮＯ２測定調査を行いまし
た。上野原の調査地点１０箇所のうち７
箇所は前年度と同様の場所で、３箇所は
新たな場所（国道２０号線沿い、コモア
地域、和見地域）で測定を行いました。

　　　今年度の測定結果は、やはり交通量の
激しい２０号線沿い （２箇所） の測定値は
高い値でしたが、環境基準値より低く、
０． ０２８ppm 以下でした。また、北都留森
林組合のある西原地域、八米地域、コモ
ア地域、和見地域は、 ０． ０１０ppm 未満でし
た。他の上野原小学校、新町地区、平和
中学校、上野原市庁舎庭は、 ０． ０２０ppm 未
満でした。

　　　来年度も、ぜひ継続して測定していき
たいと考えています。
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　　　２００６． ９． ５ （火）山梨市役所牧丘庁舎２８名
　　　前半の研修会では、旧牧丘町及び旧三

富村で進められてきた下水道事業及び
市町村設置型浄化槽整備事業の概要と
その経緯について、山梨市下水道課職員
から説明を受けました。特に、過疎化に
より牧丘町の下水道整備計画エリアの
一部を合併処理浄化槽整備エリアへと
転換した経緯や、受益者負担の公平性を
保つために下水道料金との比較検討の
上で浄化槽の使用料を算定した経緯等
について説明をいただきました。また
後半は、合併処理
浄化槽の設置場所
を数ヶ所見学しま
した。その後、山
梨市等４市の汚水
を一括処理してい
る「峡東浄化セン
ター」の施設見学も行いました。
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　　　２００６． ９． ２７ （水）南都留合同庁舎　４４名

　　　全国環境整備事業協同組合連合会の
玉川会長を講師に迎え、既存の合併処理
浄化槽を下水道管に繋げないようにし
た岐阜県揖斐郡揖斐川町の排水処理計
画見直しによる費用削減の成功等を例
に挙げ、自治体の厳しい財政状況下での
合併処理浄化槽の有益性についてご講
演いただきました。
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　　　２００６． １０． ３ （火）道志村中央公民館１９名
　　　前半の研修会では、水にまつわる道志

村と横浜市との古くからの関係や、桂川
流域で唯一の取組みである道志村の市
町村設置型浄化槽整備事業の概要につ
いて、道志村産業振興課職員から説明を
いただきました。これにより使用者の
負担額は設置費用の１割となり使用者
の負担は軽減されるが、使用者から徴収
する使用料だけでは維持管理費用を賄
いきれず、財源の確保に苦慮している現
状などについて知ることができました。
また後半は、合併処理浄化槽の設置場所
を数ヶ所見学しました。
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　　　２００６． ６． ４ （日）　
　　　桂川・相模川流域協議会が参加する

「環境調査事業～身近な水環境の全国
一斉調査」に桂川・東部地域協議会、帝
京科学大学の学生が参加・協力しました。
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　　　２００６． ８． ２５ （金）、２００６． ９． ８ （金）　
　　　桂川本流の中でも景勝地として有名な
猿橋、かつて国定忠治が猿橋の上から桂川
に飛び込んで逃げたという伝説がありま
すが、かなり深い川の中の様子がどうなっ
ているのか実態調査をしました。上野原
在住のシマシマダイバーの小俣さん、協力
者として鳥沢の山地さんに潜っていただ
き、水面からみた周辺の対岸の様子や水の
中の川底などの状態をビデオ映像にとっ
てもらいました。一番深いところで８ｍ
くらい、大小の魚が泳ぐ姿も見られました
が、岩や川底にはヘドロ状態に堆積した様
子やＣＤ等プラスチック類、空き缶なども
かなり見られました。この映像の一部は
今年度シンポジウムで使いましたが、この
調査をもとに次のステップを考えなけれ
ばと思います。
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（報告者：代表　松川　義彦）　
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��������　２００６． ６． １７ （土）　会員４０名に対し、委任状１６名＋出席者８名で成立。

����������　４回開催・・・２００６． ５． １０ （水）参加者６名、２００６． ７． ２３ （日）

　　　　　参加者４名、２００７． １． １４ （日）参加者５名、２００７． ３． １１ （日）参加者５名
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　　　　　２００６． １０． ２１ （土）、２２ （日）　ミウィ橋本５階のインナーガーデンにて開催

　　　　　「桂川・相模川流域協議会」で出展しＰＲしました。２日間で来場者１,３５０

　　　　人。ちなみにクイズラリーの問題は「相模川の源流はどこ？」でした。
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　　　　　２００５（平成１７）年度は、田んぼの稲刈り体験講座を行いました。２００６（平

成１８）年度は、体験講座を拡大して、稲刈りだけでなく、里山の１年を通し

て体験し、水循環や生き物の生態を学ぶ「里山体験講座」を事業として実施

しました。
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　　　　　２００６． ６． １１ （日）　参加者５０名 （そのうち子供１８名）、雨が降り続く中、実施

　　　　したが、 田植えが終わる頃には雨もあがり、 初めての方も多く、 感激していた。
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　　　　　２００６． ８． ２８ （月）　参加者２２名、幼稚園児・小学生が多く、田んぼの周りの

生き物（バッタ、コオロギ、ザリガニ）を探して、手で触ってもらい、ザリ

ガニのオスとメスの見分け方などを説明した。
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　　　　　２００６． １０． １５ （日）　参加者４６名、最後に全員で記念撮影。
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　　　　　２００６． １１． ２６ （日）　参加者５０名、子供たちに鳩川の生き物（９種）の説明

　　　　を実施し、パックテストと餅つきを体験してもらった。
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　　　　　２００６． １２． １０ （日）　枯葉を集め、堆肥作りを体験してもらった。
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　　　　　２００７． １． １３ （土）　串川・下倉川・藤木川・下河原川の４カ所を調査、参加

者１６名（そのうち、さがみはら地域協議会より８名参加）。

　　　　　また、第２回の調査を２００７． ３ ． １３（火）に実施し、小沢川・中津川・小鮎

川・鳩川・八瀬川の５カ所を調査した。
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　　　　　２００５（平成１７）年度、水源林の荒廃を救う間伐材活用の推進を目的に間伐

材生ごみ堆肥箱を作り、モニターを募集し、生ごみの計量を条件に、２００５年

９月から２０名の方に実験を実施してもらっています。途中、意見交換を行い、

現状の把握をしたところ、生ごみの堆肥化の成果として、４人家族で１ヶ月

１０～１５㎏の生ごみが減量できています。２００５（平成１７）年度のモニターの

方には、２００６（平成１８）年度も継続して実験を実施してもらっており、１年

間の実験結果をまとめ、ごみの減量について、話し合う場として、実験発表

会を計画し開催しました。
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　　　　２００７． ３． １７ （土）　相模原市立環境情報センター　大会議室

　　　　相模原市内各地での生ごみ資源化の取組事例を紹介し、市民・事業者・行政

　　　で生ごみの未来を考える。参加者６５名。

　　　○　パネリスト

　　　　　農業法人モナの丘　������環境緑化研究所　所長　田中榮一氏

　　　　　小田急フードエコロジーセンター　獣医師　高橋巧一氏　

　　　　　さがみはら地域協議会　運営委員　畠山博子氏

　　　○　現状報告（相模原市環境事業部ごみ減量推進課　副主幹　山崎敏夫氏）

　　　　　農業法人モナの丘では、生ごみを有機液体肥料化し、農園で有機野菜を育

てている事例の紹介あり。現在５０㎏／日であるが、３ｔ／日にしようと考え

ているとのこと。小田急フードエコロジーセンターでは、生ごみを７０事業所

より収集し、養豚用リキッド発酵飼料としている事例の紹介あり。さがみは

ら地域協議会からは、間伐材で製作した生ごみ堆肥ボックスの実証実験につ

いて報告した。相模原市からは、容器包装の資源回収による焼却ごみ減量の

現状報告があった。午後１時から４時までの４時間休憩なしで数多くの意

見・質問があり、生ごみを資源として循環させる社会を形成していく事が重

要であることを理解

していただけたと思

う。

　　　　

������������	
��
������



－４２－

���������	
�

（報告者：代表　井上　駿）　

　４月２２日、総会に先立ち会員の廣瀬英策氏に講師をお願いして、講演会「相模湖・

相模川・湘南海岸の土砂対策」を行った。

　５月２８日、クリーンキャンペーンを予定し

ていたが雨のために中止した。

　６月４日、環境事業調査「身近な水環境の全

国一斉調査」に参加し、会員の住む地域の河川

の水環境調査（写真①）を行った。相模川の

ほか、地元数河川で会員外も含む７名がそれ

ぞれ３地点程度を測定した。

　７月２２～２３日、茅ヶ崎市文化資料館の夏休

み自然教室にパネル展示及びメダカ・ミミズ

を持ち込んで参加し、小・中学生と交流した。

　８月２２日、上下流交流事業に参加し、茅ヶ崎海岸での地引き網（写真②）を楽しん

だ後、海岸清掃（写真③）を行い、さらに、財団法人かながわ海岸美化財団を見学した。

参加者は８３名で、下流側からは、寒川町の小学生（２５名）も参加した。当地域協議

会の会員参加者は１５名であった。

　９月１６日、平塚市博物館で見学学習会「展示にみる相模川の姿、相模川の舟運の歴

史」を開催した。講師は、会員の中門吉松氏で参加者は１８名であった。

　９月２３日、森づくり専門部会主催の見学会「木を切り出すところから見せる流域材

の家づくり」に当地域協議会から会員外を含めて２名が参加した。

　１０月１４日、現地観察会「相模川下流部左岸に広がる水害防備林」を行った。参加

者は５名であった。湘南ケーブルテレビの取材を受けた。

　１１月２日、学習会「今年の各河川の水質はどうだったか」を茅ヶ崎市役所で行った。

流域協議会市民会員である宮野貴氏の講演の後、調査に参加した各会員から報告が
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あった。参加者は会員外も含めて２０名であった。神奈川新聞と湘南ケーブルテレビ

の取材を受けた。

　１１月はじめに「湘南野鳥図鑑」を５， ０００部刊行し、神奈川新聞に取り上げられた。

（記事は、資料５８頁参照）

　同月１２日に、上野原市文化ホールで開かれた「桂川・相模川流域シンポジウム『水

源地からの警告～誰が私たちの飲み水を守るのか～』」に当地域協議会の会員２名が

「湘南野鳥図鑑」を中心とするパネル展示を持って参加した。

　２００７年に入り、２月５日から３月１日にかけて、湘南ケーブルテレビのシリーズ放

送「ひらつか環境ファンクラブ『環境の達人たち』」で当地域協議会が取り上げられ、

毎日２回１０分ずつ放映された。

　２月１８日、ひらつか市民活動センターで開催された「ボランティア博覧会」に展示

パネルを持って参加し、展示の豊富さで多くの参加者の注意を惹いた。

　２月２０日、流域ツアー＆ウォッチング「桂川・相模川の源流　山中湖村訪問」に会

員２名で参加し、井上会員が案内人として「生活排水の土壌処理」を報告した。

　３月１１日、講師に「こまたん」の金子典芳氏と山田文則氏を招き、シンポジウム

「湘南の豊かな自然に生きる野鳥たち」を平塚市博物館で開催した。

　当日の来場者は、２００名を超し、立ち席を含めての参加者は、講師・スタッフの９

名を除いて１５３名（写真④）、折角来場頂いた方々にお帰りいただかねばならなかった

ことは大きな反省点であった。湘南ケーブルテレビの取材があり、３月１３日から１９

日まで１日３回から６回「情報カフェ湘南館」という番組の中でその状況が放映され

た。このシンポジウムが事前に記事として取り上げられたのは、全国紙（湘南版）で

は朝日新聞２月２８日、読売新聞３月８日（記事は、資料５９頁参照）、地元紙ではタウ

ンニュース・平塚版３月８日、湘南ホームジャーナル３月９日、湘南新聞３月１０日で

あった。
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（報告者：会長　牧島　信一）　

　２００５（平成１７）年度は、相模川よこはま
地域協議会（以下「よこはま地協」と略す）
にとって、“水”探検と協働の元年であり、
続いて２００６（平成１８）年度はまさに行動・
協働の年でもあった。かながわ水源環境
保全・再生実行５か年計画の事業枠組みが
具体的に示されたこと、また横浜国立大学
の「ＧＩＳプラットフォーム」が動き始め
たこと等々もあって、内外多彩な活動年度
だった。
　総会は、２００６年６月８日、かながわ県民
センター（横浜市神奈川区）にて開催し、１５
名参加。２００５年度の決算と２００６年度の予
算が承認された。横浜市環境創造局環境
科学研究所の加藤良昭氏より「湧水・地下
水と水環境」と題して記念講演を行った。
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　　青木ヶ原樹海を満喫した。案内人は
動物の写真家として有名な中川雄三さ
ん。事業としては、かながわアジェンダ
推進センターと共催し、よこはま水と森
の会のメンバーとも協力しながら、温暖
化防止活動推進員とその家族を交えて
２５名が交流を図った。温暖化の影響を
受けている富士山麓を視察。自然の仕
組みの不思議さとともに、富士山の永久
凍土が徐々になくなりつつあること、
ヒートアイランド現象のようなことが
起こりつつあることを聞いてびっくり。
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　　水源地域との交流のために５名が参
加。開催地篠原は水源地域の藤野町に
あり、様々な分野の芸術家が居住し、味
わいのある里を形成している。今回の
主目的は、ＮＰＯ法人を地域で設立し、
篠原小学校の廃校後、保育園を経営し、

そこの校庭には石釜が設置されている
ので、地域のお祭とその石釜で実際にパ

ンが焼か
れている
ところを
見ること。
まさに石
釜も施設
の中心的
な存在感

をもって、地域のお祭に一役買っていた。
若い日大生のボランティアによるレス
トランはとても賑わっていた。
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　　よこはま地協として出展。当報告書
（４７頁）の連携事業に紹介。他の地域協
議会の活動も紹介したことは初めての
経験。今回は第１回目の開催で２日間
の入場者は、３,０５４人。
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　　シンポジウムの参加とともに、よこは
ま地協として出展し、活動を紹介。
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　　荒廃したみかん山を再生すべく、頑
張っているＮＰＯ法人みかんの花咲く
丘と共催して、交流会を開催した。事務
局の東山さんからみかん狩り案内、河千
田さんから地産地消、生命と健康のため
に必要な食育の問題等々の講話もあり、
多彩な一日でした。
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　　神奈川県の新アジェンダ２１かながわ
の中で重要な“みず”に関する分科会を
よこはま地協が企画コーディネートし
た。桂川・相模川流域、酒匂川流域、そ
して鶴見川流域から６つの市民団体と、
シジミ調査の向上高校、ＧＩＳプラット
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フォームの横浜国立大学佐土原研究室
からの参加があって、各流域に横串を入
れ、課題を展望することができた。（当
報告書４７頁参照）
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　よこはま地協の重要行事の一つ。か
ながわ県民活動サポートセンターが年
に一度最大に賑わう市民団体主催のイ
ベント。今年は水源地域を紹介するた
めに道志村のクレソン、富士吉田市のう
どんを即売。また、「横浜の水道水」「は
まっ子どうし」他各種ミネラルウォー
ターを含めて６種類の水の味比べをし
た。硬度
は３０か
ら１,４６８
までの味
比べ。美
味しさは
人さまざ
まで水談
義が面白
かったとは、やってみての感想。水道水
はやさしい味で美味しいとの評価が多
かった。人気コーナーとしてスタート。
６名体制で実施。

��������	
��


�����������	
��


��������	
��
����

　昨年に続いて４名が参加。今年後半
から、各流域の市民団体に対して、参加
を呼びかけた。蒔いた種が実ることを
期待しつつ。
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　高度処理技術の先端をよこはま地協
会員７名が視察、都民と一緒に案内を受
けた。高度浄水処理施設（オゾン処理）
の完成・水系上流の下水処理能力の向上
により、現在では東京で一番おいしい
水・きれいな水との評価を受けるに至っ

た。職員が努力をしている様子がよく
分かった。
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　よこはま地協会員７名が参加。今回
の目的は、限られた土地を有効に使うた
めに、処理施設を立体的に組み合せるこ
と（急速ろ過装置は２層積み）、及び深く
造ることなどの技術とシステムを見学
した。
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　１２名がマイクロバスで七沢にある自
然環境保全センター・自然観察園（湿地
や雑木林、竹見本園）、宮ヶ瀬湖（水の
郷交流館、宮ヶ瀬ビジターセンター）
等々を見学した。
　案内人の丸岡さんから、伺った、七沢
から宮ヶ瀬湖への途中の愛川層群が２，
 ４００万年前に太平洋沖合でつくられたと
いう話が印象的だった。

　他に、役員・事務局等が自主的に出席、
参加した行事は以下の通り：
◆２００６／８／２６：横須賀市
神奈川の水源地見学会ＩＮ横須賀に参加。
◆２００６／１０／２８：横浜市中区
かながわ水源環境保全・再生県民シンポ
ジウムに参加。
◆２００６／１１／９：横浜市中区
流域ＧＩＳプラットフォームに出席。
◆２００６／１１／１０：相模原市
地球温暖化防止活動推進員等研修会み
ず分科会第１回開催に協力。
◆２００６／１１／１７：横浜市戸塚区
地球温暖化防止活動推進員等研修会み
ず分科会第２回開催に協力。
◆２００７／１／１３：城山町
環境調査事業「相模川の支流合流点横断
工作物調査」に参加。
◆２００７／２／２０：山梨県山中湖村
流域ツアー＆ウォッチングに参加し、交
流を深めた。
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（報告者：倉橋満知子）　
　　２００５（平成１７）年度に森づくり専門部会の見学学習会として、岩手県紫波郡紫波
町を訪問し、流域外で取り組まれている先進的実践を学習し、その技術やノウハウ
は、桂川、相模川流域にも生かされる意義を感じました。また、指導的に働きかけ
てくれたＮＰＯの存在にも新たな意義を感じました。その成果を踏まえて、今年度
も１１月２９日～３０日に第二回の循環型まちづくりツアーである「群馬県神流町・玉
村町循環型まちづくりツアー」を実施しました。

　　このツアーは、ＮＰＯ法人　建物と人と環境のフォ－ラムが主催した企画であり、
流域協議会からは私が一人個人参加しました。神流町と玉村町をそれぞれ一日ずつ
訪問する日程でしたが、私は神流町だけの見学に行ってきました。

　　平成１５年に万場町と中里村が合併し誕生した群馬県多野郡神流町は、秩父の山ふ
ところに位置する人口３， ２００人、神流川から生産される 「 三  波  石 」 と多くの石積み職

さん ば せき

人のいる町です。 今回のツアーでは、 その小さな町の石丸積工法を学習見学しました。
　　石丸積工法はコンクリ－トを全く使用せず、現場発生材を使用し、石を垂直に積
む工法で、水の浄化と魚や微生物の生態を助ける多自然型工法であり、そのうえコ
ストが安いという、いいこと尽くめの工法で、実際に見てみると、大きな石と石が
組み込まれた間から水が順番に流れ落ちて、小さな滝が次から次へと伝わり落ちて
いく。コンクリ－ト堰堤のように水底がえぐられていない。また、堰堤面に取り残
された土砂が堆積しているが、面積が小さいので渇水期に簡単に取り除け、ヘドロ
状にならない。魚類も石と石の間に逃げ込めるし、水が石の間を通過することに
よって浄化されている。桂川、相模川の無機質な砂防ダムやテトラポットが目に浮
かび、私たちの流域にもぜひ実証してみたいと心に感じ入った見学会でした。
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（報告者：ＮＰＯ法人　建物と人と環境のフォーラム　　田嶋　龍司）　
　　私が理事長を務める「ＮＰＯ法人　建物と人と環境のフォーラム」では、群馬県
佐波郡玉村町の河川敷にある「玉村町東部スポーツ広場公園」において、無農薬に
よる緑地管理を２００６年４月から実践しております。今回の循環型まちづくりツ
アーは、その実践事例をたくさんの方々に知っていただきたいという思いから開催
しました。

　　同公園には桜が植栽されており、春には花見に訪れる人で賑わいます。園芸種で
ある桜（主にソメイヨシノ）は、当然のことながら人間の手入れがかかせません。

　　青森県弘前市では、ここ１０年ほど、農薬を散布しないで、細やかな剪定・整枝作
業により桜の病害虫予防を行っている事例があります。しかしながら、品種改良し
「いいとこどり」をした結果、桜の環境適応能力・再生能力が低下していることも
あり、無農薬による緑地管理は、全国的にみれば、まだまだ普及していないのが実
情です。

　　「農薬を使用しない緑地管理」を実践していくためには、細やかな配慮と多くの労
力が必要となりますが、条件が整えば従来の農薬に頼った緑地管理と同程度のコス
トで実現可能です。また、環境循環システムにかなう効果も期待できることから、
今後も、 この 「無農薬緑地管理」 を全国に広めるべく人事を尽くしたいと考えています。 
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　期間：２００６年１０月２１日（土）～２２日（日）
　主催：“アジェンダの日２００６”実行委員会（神奈川県、か

ながわ地球環境保全推進会議、神奈川県地球温
暖化防止活動推進センター、東京電力株式会社、
東京ガス株式会社、株式会社神奈川新聞社、株
式会社テレビ神奈川）

　会場：第１会場　横浜産貿ホール、第２会場　ワーク
　　　　ピア横浜

　２００３年１０月に県民、企業、行政などの全ての行動主体が協働して採択した『「新ア

ジェンダ２１かながわ」～持続可能な社会への道しるべ～』ですが、採択してから３年

が経過し、最近では、ますます地球温暖化など人類の生存を脅かす環境問題が顕在化

しつつあります。

　そこで、今回は初めての開催でもあり、時間的な余裕もない中で開催されましたの

で、相模川よこはま地域協議会がとりまとめをして、流域協議会本体の協力と各地域

協議会の情報提供で出展しましたので報告します。２日

間の開催で３， ０５４人の来場で盛況でした。ブース訪問者

は２５０人ほど。水道水の水源の問題についての関心が

もっとも高く、参加した地域協議会のメンバー（牧島、林、

小泉、友澤、佐々木）で説明しました。
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　期間：２００６年１２月１７日（日）

　主催：神奈川県地球温暖化防止活動推進センター（特定非営利活動法人かながわア

　　　　ジェンダ推進センター）、かながわ地球環境保全推進会議、神奈川県

　会場：開港記念会館講堂・会議室

　知事出席で、かながわ地球環境賞受賞式の後、地球温暖化防止の集いが昨年に引き

続いて開催され、７つの分野で分科会が開催されました。相模川よこはま地域協議会

会長として牧島が参画し、水分科会のコーディネータを務めました。参加した団体は、

桂川・相模川流域協議会、酒匂川流域グリーンフォーラム（＆ＮＰＯ法人職人の森）、

「生きのこれ川」の応援団（千の川）、酒匂川メダカトラスト、矢上川で遊ぶ会、目

久尻川をきれいにする会、そして当日参加の「向上高校生物部」（シジミ調査）、神奈

川県拡大流域圏空間情報プラットフォーム研究会も参加して、流域を巡る課題につい

て活動報告と共に意見交換会が行われました。まとめとして、水源林保全・再生とと

もに流域材の活用、水浄化の進展と多自然川づくり等による水質の向上とともに豊か

な生物の生息（アユの遡上）等に関しての指標化等々。なお、当協議会代表幹事の河

西悦子さんには、大月から横浜まで出かけての参加でした。感謝。 
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（報告者：神奈川県環境農政部大気水質課）　

　横浜国立大学大学院環境情報研究院佐土原研究室では、ニッセイ財団からの助成を

受けて「持続可能な拡大流域圏の地域住民、ＮＰＯ、行政、研究者の実践的協働を実

現する空間情報プラットフォーム」の研究に着手することとなりましたが、同研究室

から当協議会に、共同研究団体として参加依頼がありました。

　当協議会では、この研究が桂川・相模川の流域環境保全に役立つことが期待される

ことや、この研究に当協議会のこれまでの活動成果や会員の意見を反映させることが

望ましいことから、この申出を受諾することといたしました。

　２００６年１０月７日には、相模原市内で開かれた第６回市民部会に佐土原教授にお出

でいただき、研究の内容についてご説明いただいたほか、同年１１月９日には横浜市開

港記念会館で開催された第１回研究会に、河西代表幹事をはじめ当協議会から８名の

市民が出席し、意見を述べました。

　この研究では、地理的な情報をコンピュータ上でデータベース化することで、地図

の上で様々な地理情報を重ね合わせることができるので、例えば河川の水質と土地利

用、流域の経済活動などといった、今まで関連づけが困難であった分野同士を結びつ

けることができます。このプラットフォームを活用することで、流域の環境保全に関

する新たな発見や、具体的な施策の提案や検証ができるようになるかもしれません。
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（報告者：神奈川県環境農政部大気水質課）　

　このキャンペーンは、神奈川の豊かな自然環境を保全する取組みとして、丹沢大山

クリーンピア２１（事務局は、神奈川県自然環境保全センター）及び財団法人かながわ

海岸美化財団が主催するもので、山・川・海の各地域で行われている美化運動を統一

的に行い、地域を越えてより密接に連携することによって、より強固な山・川・海の

クリーンネットワークを構築して美化運動を推進することを目的とした、平成１４年度

から行っている「運動の波（����）」です。

　当協議会では、例年、当該キャンペーンとの連携を図っておりますが、今年度にお

いても、２００６（平成１８）年１０月７日から１１月２５日までに開催された当該キャンペー

ンの趣旨に賛同し、協賛しました。

　今年度は、１０月７日に寄自然休暇村管理センター前及び１１月５日に茅ヶ崎市ヘッ

ドランドで開催されたメインキャンペーンを始め、県内各地の山・川・海において清

掃作業等が行われ、合計で３１５団体、６， ９０１名の参加があり、１６， ０７８㎏ のゴミを回収

しました。
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第１条　この会は、桂川・相模川流域協議会（以下「流域協議会」という。）という。
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第２条　流域協議会は、桂川・相模川の流域（河川において地表に降った降水を集水する地形的な範囲をいう。以下同じ。）の行動
計画である「アジェンダ２１桂川・相模川」を推進することにより桂川・相模川の流域の環境保全を図り、もって、持続可能
な発展を基調にした環境保全型社会を築くことを目的とする。
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第３条　流域協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。　　
　　�　「アジェンダ２１桂川・相模川」の策定、推進、評価及び見直し　　
　　�　桂川・相模川の流域の環境保全を図るための事業　　
　　�　流域協議会の会報誌の発行　　
　　�　その他流域協議会の目的達成のために必要な事業
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第４条　流域協議会の会員は、正会員及び賛助会員とする。　　
　２　正会員は、桂川・相模川の流域の市民、事業者（公営企業を含む。以下同じ。）、行政（地方公共団体（公営企業を除く。）及

び国をいう。以下同じ。）、桂川・相模川の水を水道水として利用している者その他流域の環境保全に関係する者で、本会の目
的に賛同する者とする。

　３　賛助会員は、本会の目的に賛助協力する者とする。　　
　４　流域協議会の会員は、会費、負担金、賛助金（以下「会費等」という。）を納めるものとする。　　
　５　会費等は、年額とし、毎年納入通知により定められた時期までに納入しなければならない。　
　６　会員は、流域協議会が行う事業への優先参加並びに流域協議会が発行する会報誌及び図書の優先配布を受けることができる。
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第５条　流域協議会の入会及び脱会に関する事務は、事務局（第１５条に規定する事務局をいう。）が行う。
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第６条　流域協議会に、次の役員をおく。　　
　　�　代表幹事　　　５名　　
　　�　幹事　　　　　主体（市民、事業者及び行政をいう。以下同じ。）別部会毎に５名以上１０名以内
　　　　　　　　　　　地域協議会（第１１条の規定により地域に設置された協議会をいう。）毎に１名　　
　　�　会計　　　　　１名　　
　　�　監事　　　　　３名
　２　役員は、会員の中から、幹事は各主体別部会、地域協議会が推薦した者について総会において承認し、その他の役員は総会

で選出する。
　３　代表幹事は、幹事の互選により定める。　　
　４　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。　　
　５　役員が欠けた場合における補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。
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第７条　代表幹事は、流域協議会を代表し会務を総理する。　　
　２　幹事は、流域協議会の運営について協議する。　　
　３　会計は、流域協議会の会計事務を担当する。　　
　４　監事は、流域協議会の会計及び会務執行を監査する。
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第８条　総会は、定期総会及び臨時総会とし、代表幹事が招集する。　　
　２　定期総会は、会計年度終了後、毎年１回、開催する。　　
　３　臨時総会は、代表幹事が必要と認めたとき、又は、幹事会若しくは監事の要求があった場合に開催する。
　４　総会の議長は、その総会において選出する。　　
　５　総会は、次に掲げる事項を協議・決定する。　　
　　�　規約の制定、改廃　　
　　�　会計及び監事の選任並びに幹事の承認　　
　　�　事業計画及び収支予算に関する事項　　
　　�　事業報告及び収支決算に関する事項　　
　　�　その他幹事会が必要と認める事項　　
　６　総会は、会員の現在数の２分の１以上の出席（委任状を含む。）がなければ開くことができない。　　
　７　総会の議決は、流域協議会が流域環境保全の合意を形成するための協議の場であることに鑑み、正会員の合意をもって行う。
　８　総会において議決に至らなかった事項については、総会において、各主体から５名以内の会員を選出して、協議機関を設置

し、協議・決定するものとする。この協議機関における協議決定事項は、流域協議会の総会の議決とみなす。
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第９条　役員は幹事会を組識し、幹事会は総会で議決した事項を執行する。　　
　２　幹事会は、必要に応じ代表幹事が招集し、幹事会の議長は代表幹事の中から選出する。
　３　幹事会は、流域の環境保全の取り組みに関し合意を形成するための協議の場であり、「アジェンダ２１桂川・相模川」の達成



－５０－

 　　状況の評価、見直し、流域協議会の取組み等について協議する。
　４　幹事会は、総会に付議すべき事項を協議・決定する。
　５　幹事会は、事務局長及び事務局員について、協議・決定する。
　６　幹事会は、協議に必要な会員の出席を求め、その意見を聞くことができる。
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第１０条　流域協議会に主体別部会を置く。　　
　２　会員は、主体別部会にそれぞれ所属する。　　
　３　主体別部会は、「アジェンダ２１桂川・相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の取り組み等について協議する。　　
　４　主体別部会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。　　
　５　主体別部会の運営については、主体別部会がそれぞれ定める。
　
�������　
第１１条　地域における桂川・相模川の流域の環境保全の取り組みを推進するため、地域協議会を設置することができる。　　
　２　地域協議会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。　　
　３　地域協議会の運営については、地域協議会が定める。
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第１２条　幹事会に、流域の環境保全に関し専門的に検討するため、専門的な事項別に、専門部会を設置することができる。　　
　２　専門部会は、専門的な事項に関係のある主体で構成し、検討結果を幹事会に報告する。
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第１３条　流域協議会の活動に要する経費は、会費等、補助金その他の収入をもってあてる。
　２　流域協議会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。　　
　３　会費等の規定については、別に定める。
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第１４条　この規約に定めるもののほか、流域協議会の運営その他必要な事項は別に定める。

�����　
第１５条　流域協議会に事務局を置く。　　
　２　事務局には、事務局長及び事務局員を置くことができる。
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１　この会則は、平成１０年（１９９８年）１月２０日から施行する。　
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１　この会則は、平成１０年（１９９８年）１月３１日から施行する。
������　　
２　流域協議会の設立当初の会計年度は、第１３条の規定にかかわらず、設立の日から３月３１日までとする。　　
３　流域協議会の設立当初の役員の任期は、第６条第４項の規定にかかわらず、設立の日から平成１０年（１９９８年）度に開催され
る定期総会までとする。
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この会則は、平成１８年（２００６年）５月２７日から施行する。
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平成１０年（１９９８年）１月２０日制定　　
平成１１年（１９９９年）５月２９日一部改正

　桂川・相模川流域協議会規約第１４条の規定に基づき、桂川・相模川流域協議会（以下「流域協議会」という。）の運営に関する
細則を次のとおりとする。

１　桂川・相模川の流域の環境の保全に向けて、「アジェンダ２１桂川・相模川」を推進するとともに、市民、事業者、行政（以
下「主体」という。）は、継続した協議を通じて相互に理解を深め、合意を形成する。

２　流域協議会を開かれたものとするため、必要な情報は共有する。
　・流域協議会の議事内容は公開とする。
　・会員は、幹事会、地域協議会、専門部会に参加することができる。

　
３　流域協議会の会員は、桂川・相模川流域の環境保全の取組みについて対等な立場で提案し、協議を行う。

４　各主体は、「アジェンダ２１桂川・相模川」及び流域協議会の合意事項を尊重するとともに、実効性のある環境保全のための
方策を推進する。

　
５　各主体は、必要に応じて、学識経験者・専門家の出席について合意し出席を要請する。
　
６　幹事は、必要な場合は、代理者を立てることができる。　　

７　４月１日から定期総会が開催される日までの間の流域協議会の事業の実施については、幹事会において決定し、会計はその
経費を支出することができる。
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－６０－

　今年は、特に年報の編集を通して学ぶことが大変多かったというのが率直な感想です。
印象深かったことは、各地域協議会の活動内容が多彩であり、地域の違いが如実に表れて
いたことでした。相模川湘南地域協議会が開催したシンポジウム「湘南の豊かな自然に生
きる野鳥たち」では会場の定員をオーバーして参加者が殺到して、お断りをしなければな
らないほどの人気を博したことなど、それぞれの地域協議会が力をつけてきたという感
じがします。
　それから、本会の流域シンポジウムでは、山梨県側の流域市町村が勢揃いして、水環境
保全のための活動を報告したことも長年積み上げてきた信頼の成果でした。両県を跨い
で本格的な協議が、神奈川県における水源環境保全・再生のための税制をきっかけに始ま
り出したという感を強く持った一日でした。こうした根気と熱気ある動きに、年報の編
集を通して携われることは大変光栄です。また、皆さま自身の活動と成果が、年報の中で
アジェンダ２１桂川・相模川の実現のための確かな足跡として確認していただければ幸い
です。（Ｍ）
　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　
　洪水を越流放流する相模湖から若干のゴミがこぼれたとしても、中層から放流する津
久井湖から下流へは、上流のゴミが流出することはまずありません。
　秒１０００トン以上の大洪水で湖全体が攪拌されたとしても、大きな流木などが下流に向
かうことはありません。
　すなわち海に向かうゴミは、城山ダムより下流で捨てられたものだということを明確
におさえる必要があります。
　と、校正では訂正できませんことを、編集後記にかこつけて書いておきます。（Ｋ）
　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　
　年報の編集に携わっていると、協議会も実にさまざまなジャンルに関わって活動して
いることがよくわかるが、それでもまだまだ、手の及ばないことばかりだ。放置されたま
まの杉やヒノキの植林地をどうしたらいいのか。丹沢のブナが、なぜ立ち枯れるのか。
相模湖・津久井湖の富栄養化にストップはかけられないのか ･･･。
　アユのカワウ食害もその１つ。せっかく川に入れた放流アユがカワウに食べられてし
まう。なんとかウを駆除させてほしい･･･という。困ったことではあるが、カワウはアユ
だけを選んで食べているのでは決してなくて、「いろいろ捕って食べる中にアユも混じっ
ている」のが正確な表現だ。もともとカワウの暮らす大自然の中でアユを釣らせてもらっ
ているのだから、カワウが捕って食べても釣れるだけのアユが自然に育つ、豊かな川環境
を復元させるのが私たちの課題だろう。（Ａ）
　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　
　今朝も、自宅の前の川へアオサギが降りてきて、小魚を狙っていた。この川は桂川へ合
流し、相模川となって神奈川を流れる。去年、２０年振りに、自治会活動で河川清掃が復活
した。だいぶ汚れてはいるが、まだまだ豊かだ。この流域も意外とすてたものではない。
自分でゴミを拾えば、自ずからきれいな水への思いは募ってくる。この確かな証、確かな
手応え。
　流域協議会ってなんだろう？とふと考える。流域協議会の２００６年度の活動はこの１冊
に集約される。
　活動報告書は、協議会のバイブル。活動報告書は、協議会のコーランです。（Ｓ）
　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　
　今回初めて活動報告書の編集に携わりましたが、当協議会の活動が広範な地域にわ
たっていることを再認識するとともに、山・海・川はつながっているのだなあ、というこ
とを改めて感じることができました。皆さんにとっても、この活動報告書が再認識や再
発見のきっかけになればと願っています。（Ｏ）
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